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【特集　ソバ】



大豆
（トヨホマレ）

大豆
（エンレイ）

いんげんまめ
（つる有大福）

いんげんまめ
（大白花）

そらまめ
（天草小粒）

ヒエ
（２E－03）

ハトムギ
（岡山在来）

ゴマ
（黒ごま）

ヒマワリ
（ノースクイン）

馬鈴しょ
（男爵薯）

馬鈴しょ
（シャドークイーン）

さつまいも
（ベニアズマ）

こんにゃく さとうきびこんにゃく
＜生子（きご）＞

馬鈴しょ
（キタアカリ）

馬鈴しょ
（さやあかね）

馬鈴しょ
（はるか）

馬鈴しょ
（メークイン）

馬鈴しょ
（ノーザンルビー）

ゴマ
（白ごま）

ゴマ
（金ごま）

ゴマ
（茶ごま）

ナタネ
（農林８号）

エゴマ
（ジュウネ）

エゴマ
（大野在来）

エゴマ
（新郷在来）

シコクビエ
（白峰）

シコクビエ
（秋山 77－６）

シコクビエ
（祖谷在来）

ソバ
（鹿屋ゾバ）

ソバ
（階上早生）

ソバ
（岩手本場）

ハトムギ
（中里在来）

ハトムギ
（黒石在来）

シカクマメ
（ウリズン）

シカクマメ
（石垣在来）

アワ
（南小日紅穀）

アワ
（粟信濃１号）

アワ
（入間在来）

キビ
（黍信濃１号）

キビ
（河内系２号）

ヒエ
（２B－03）

えんどう
（白エンドウ）

えんどう
（豊寿大莢）

えんどう
（東北１号）

落花生
（千葉小粒）

落花生
（金時）

落花生
（千葉半立ち）

そらまめ
（早生蚕豆）

そらまめ
（河内一寸）

いんげんまめ
（つる有大虎）

いんげんまめ
（福虎豆）

いんげんまめ
（長鶉）

いんげんまめ
（大丸鶉）

いんげんまめ
（つる有穂高）

いんげんまめ
（大正金時）

いんげんまめ
（つる無白黒）

いんげんまめ
（つる有黒衣笠）

大豆
（青端豆）

大豆
（納豆小粒）

あずき
（アカネダイナゴン）

あずき
（エリモショウズ）

いんげんまめ
（白金時）

あずき
（ホッカイシロジョウズ）

大豆
（ユキホマレ）

大豆
（新丹波黒）

大豆
（中生光黒）

大豆
（トヨコマチ）

表紙の特産農作物名（品種名）

（写真・資料提供）
（独）農業生物資源研究所・（独）種苗管理センター・群馬県農業技術センター

【編集後記】
そばは、うどんと並び称される代表的な麺類で
す。全国各地にそばの銘柄があり、好んで食され
ています。そばを題材とした落語「時そば」や小
説「一杯のかけそば」などは広く知られており、
昔から庶民にとって馴染みのあるものであったこ
とが伺われます。
このように馴染みのあるそばですが、その原料
である玄ソバもしくは抜き実はかなりの量を輸入
に頼っているのが実情です。
昨年３月に策定された食料・農業・農村基本計

度からの戸別所得補償制度の本格実施に伴い、国
産ソバの生産拡大が期待されているところです。

ソバは雑穀の中でも特に生産規模の大きな作物
ですが、単収の低さ、収穫期の穂発芽・台風被害、
さらに水田に転作作物として導入された地域では
湿害等いろいろな課題があるようです。
本号では雑穀としてのソバを特集として取り上
げ、ご専門の方々から育種・品種開発への取り組
み、新技術の導入、産地における特色ある取り組
みなどについて、最新の情報をご紹介いただきま
した。
お忙しい中、ご寄稿下さいましたご執筆者の
方々に心より御礼申し上げます。
本号がソバの生産振興・定着を図る上でお役に
立てれば幸いです。

（佐々木記）
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編集後記
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